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京都府の高校教育改革（概要） 

 

１ 京都府の高校教育改革の経過                   

① 高校教育制度改善に向けて           （昭和 53年度～） 

 ② 高校教育検討委員会からの答申等        （平成 ３年度～） 

 ③ 府立高校改革推進計画の策定          （平成 14年度～） 

 ④ 京都府教育振興プランの策定          （平成 22年度～） 

 ⑤ 第２期京都府教育振興プランの策定  

    →「府立高校の在り方ビジョン(仮称)」の策定  （令和 ３年度～） 

 

 

２ 戦後の新制高等学校教育制度                    

 昭和 22年 ２月 「新学校制度実施準備の案内」（文部省）等  

①必ずしも男女共学でなくてもよい｡地域の教育的意見等を尊重して決定すべきである。 

②学校数の少ない地方においては､総合的な学校が地方の必要性に適合すると思われる。 

③公立高校の平準化､地域性を図るため都道府県教育委員会に学区制を定める権限を与える｡ 

 

 昭和 23年 ４月 新制高等学校発足   

 

 昭和 23年 ８月 【府】再編時の編成方針の大綱を決定   

           ①男女共学制 ②総合制 ③通学区域制(小学区) など 

 

 昭和 23年 10月 【府】新制高等学校の再編成［全日制：26校］  

 

 昭和 24年 ７月 「職業教育及び職業指導審議会」(文部省)   

産業界等からの意見もあり、職業教育単独高校の必要性を決議 

 昭和 27年 ４月 「産業教育振興法」施行   

 

 昭和 30年 12月 【府】｢高等学校教育課程の改訂について｣通達［総合制継続］  

 

 

３ 高校教育制度改善に向けて（昭和 53年度～）                    

(1) 検討の経過 

昭和 53年 ８月 「教育懇談会」発足 

昭和 56年 ５月 「高等学校教育懇談会」発足 

昭和 58年 １月  同会「座長まとめ」を府教育委員会に提出 

参考 ３ 
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昭和 58年 ３月  府教育委員会：「高等学校教育制度改善の基本」発表 

昭和 58年 ４月 「高等学校教育制度検討委員会」設置 

昭和 58年 12月  同委員会「答申」 

 

 

 

 

 

(2) 改善の基本方針 

  ・特色ある学校の創造 

・教育課程編成の基準の弾力化 

・学力の充実 

・全日制普通科：類型の設定、通学圏の設定、入学者選抜の基本的な在り方 

・職業に関する学科：専門的職業教育の充実、設置校の適正化、入学者選抜の基本

的な在り方 

 

(3) 改善の概要 

 ア 普通科における類・類型 

類 内       容 

Ⅰ類 

(学力充実) 

多様な生徒が選択するこの類型群においては均衡のとれた教科・科目の履修

を基本とするとともに、生徒の幅広い適性や進路を考慮し、文系・理系・一

般系等の類型を設置 

Ⅱ類 

(学力伸長) 

各教科・科目の学習内容を拡充、高度化し、特に生徒の学力の伸長を図る教

育課程で、類型として人文系・理数系・文理系などを設置 

Ⅲ類 

(個性伸長) 

生徒の適性、興味、関心に応じて特定の教科・科目の履修に重点を置き、生

徒の個性の伸長を図る教育課程で、類型として体育系・芸術系などを設置 

 

 

 イ 普通科における通学圏の設定 

    

 

 

 

 

 

 ウ 職業教育の充実（全日制） 

   産業社会の進展に即応した魅力ある職業教育の推進 

    ①専門的な内容の一層の充実 

②近代的な施設設備の充実 

    ③府立単独商業高校の新設 

④職業に関する学科の配置の適正化 

  

山城北通学圏 京都市北通学圏 口丹通学圏 

山城南通学圏 京都市東通学圏 中丹通学圏 

 京都市西通学圏 丹後通学圏 

京都市南通学圏  

昭和 59年３月 「京都府公立高等学校教育制度の改善について」(制度改善大綱) 

発表 →昭和 60年度から新しい高校教育制度実施 



3 

 

【参考】昭和 60年度 府立高校の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】入学者選抜制度－総合選抜制度－ 

 

 

 

 

 

 

出典：『総合選抜制度解体の研究－高校入試制度の平等の崩壊－』（2002年九州地区高校教育研究会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 高校教育検討委員会からの答申等（平成３年度～）                    

平成３年 ４月 第 14期中央教育審議会答申 

 

 

 

 

 

 

一般に、「一つの学区内の高校の全定員に当たる合格者をまず決定し、その合格者の各学

校への配分については、学力や通学距離などを基準に決定する」入学方式              
出典：『新教育学大辞典』第２巻（第一法規 1990年） 

昭和 17年度 京都市内の中学校等で居住地優先の総合考査制を導入 

昭和 19年度 府内全郡部に学区制を設け(５学区)、総合考査制または小学区制を実施 

昭和 23年度 新制高等学校発足：京都市・乙訓地域が 10地域 10校の通学区域制とな 

                        り、昭和 24年度選抜から総合選抜制度を導入 

昭和 49年度 山城地域(宇治・城陽)３校で総合選抜制度を導入 

昭和 55年度 口丹地域(亀岡市域)２校で総合選抜制度を導入 

昭和 58年度 山城地域の総合選抜制度を２地区 10校に拡大 

昭和 60年度 高校教育制度改善：京都市４通学圏、山城２通学圏、口丹通学圏（亀岡 

                      市域）の普通科で総合選抜制度実施 

最多：15府県で実施 最後は京都府のみ(平成 25年度選抜で廃止) 

平成３年 ５月「高校教育検討委員会」を設置し、「新しい時代に向けた府立高校

における教育の展望について」を諮問 

平成３年 11月 同委員会「中間答申」 

平成４年 11月 同委員会「答申」 
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５ 府立高校改革推進計画の策定（平成 14年度～）                    

 

  

 

 

 

 

 

 

平成９年 ３月 京都府産業教育審議会「中間提言」 

平成９月 12月 同審議会            「提言」 

■新しいタイプの高校 

 平成 ８年度 京都こすもす科 （嵯峨野高校） 

 平成 10年度 京都国際・福祉科（園部高校） 

■単位制高校（普通科） 

 平成 10年度 西宇治高校 

■類・類型の充実 

 平成 ７年度～ 普通科第Ⅰ類コース制、普通科第Ⅱ類類型変更等 

■定時制・通信制課程の充実 

 平成 ７年度    単位制の導入（朱雀高校、桃山高校） 

 平成 ６年度～９年度 定時制募集停止 

（宮津・西舞鶴・山城・洛北高校) 

■学科構造の多元化 

 平成 10年度 総合学科(久美浜高校) 

■職業教育の在り方 

 ・教育内容・指導方法の充実   ・資格取得の推進 

 ・啓発活動の充実        ・研修機会の充実 

 ・普通科における職業教育の充実 
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【実施概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 京都府教育振興プランの策定（平成 22年度～）                    

                （平成 23年１月策定、平成 28年４月改訂） 

(1) 教育制度（類･類型制度）・入学者選抜制度の見直し（平成 23・24年度） 

山城通学圏      ：平成 23年度 

口丹・中丹・丹後通学圏：平成 24年度 
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(2) 定時制・通信制教育の在り方の検討（平成 23年度） 

「府立高校定時制・通信制教育の在り方懇談会」まとめ（平成 23年12月） 

   京都フレックス学園構想   

  清明高校の開校（平成 27年４月：京都市・乙訓地域） 

    清新高校の開校（令和 ２年４月：丹後地域）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 京都市・乙訓地域高校教育制度の在り方の検討（平成 23・24年度） 

「京都市・乙訓地域公立高等学校教育制度に係る懇談会」まとめ 

（平成 24年８月） 

 ・平成 26年度入学生から新しい制度に移行 

・新しい入学者選抜制度は府内全域で実施 
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(4) 職業教育の在り方の検討（平成 23年度～） 

 農業教育    京都府産業教育審議会提言（平成 25年１月） 

 工業教育   南丹高校にテクニカル工学系列を設置（平成 27年４月） 

        工業高校学科改編（平成 30年４月） 

 商業教育    京都すばる高校学科改編（平成 31年４月） 

 

 

(5) 中等教育の多様化 

 中高一貫教育の充実  

      福知山高校附属中学校開校（平成 27年４月） 

   南陽高校附属中学校開校  （平成 30年４月） 

 

 

(6) 生徒減少期における今後の府立高校の在り方の検討（平成 27年度～） 

  ア 「生徒減少期における府立高校の在り方検討会議」の設置 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 「丹後地域における府立高校の在り方懇話会」の設置 

    

 

 

 

 

 

・出席者 ：市町関係者、保護者、教育関係者、企業等の方等 

・開催経過：平成 28年２月～10月  計４回 
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 学舎制の導入  （令和２年４月） 

  宮津天橋高校（宮津学舎、加悦谷学舎）の開校 

  丹後緑風高校（網野学舎、久美浜学舎）の開校 

 

 京都フレックス学園構想に基づく新設高校の開校  （令和２年４月） 

  清新高校の開校 

    ※宮津高校伊根分校、峰山高校弥栄分校、網野高校間人分校は募集停止 

 

 教育内容の充実・学科改編等   

  峰山高校 ：工業に関する学科の改編（令和元年４月） 

  丹後緑風高校久美浜学舎：農業に関する学科、その他専門学科設置 

 

 入学者選抜制度の見直し  （令和２年度・３年度選抜） 

  通学区域の弾力化（普通科の学区の撤廃） 

  全国部活動特別入学者選抜の実施 

・丹後緑風高校網野学舎 レスリング部 

 

 

  ウ 「口丹地域における府立高校の在り方懇話会」の設置 

    

 

 
 

○「府立北桑田高等学校の在り方検討会議」の設置 

平成 28年 12月～平成 29年 10月   計４回 
 

      ○「府立須知高等学校の在り方検討会議」の設置 

平成 28年 12月～平成 29年 10月  計４回 

・出席者 ：市町関係者、保護者、教育関係者、企業等の方等 

・開催経過：平成 28年３月～平成 30年１月  計２回 
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 各校の魅力化（学科改編等） （令和２年４月） 

  亀岡高校：その他専門学科の改編 

  園部高校：その他専門学科を廃止 

  農芸高校：農業に関する学科の改編 

 

 入学者選抜制度の見直し  （平成 31年度・令和２年度選抜） 

  通学区域の弾力化（北桑田高校普通科の京都市･乙訓通学圏からの募集） 

（普通科の学区を撤廃、府立南丹高校通学区域の拡大） 

  全国部活動特別入学者選抜の実施 

・北桑田高校 自転車競技部、ワンダーフォーゲル部 

・須知高校  ホッケー部 

 

 

  エ 中丹地域の府立高校 

 学科の改編   

  大江高校：総合学科を新設（普通科、商業に関する学科の廃止） 

（令和２年４月） 

  工業高校：工業に関する学科の改編（平成 30年４月） 

 

 選抜制度の工夫   

  通学区域の弾力化（普通科の学区の撤廃）（平成 31年度選抜） 


